
地域における活力ある経済社会の構築に関する特別調査
報告書

概要

令和７年９月
内閣府政策統括官（経済社会システム担当）



【調査項目】
生活満足度、生活の楽しさ・面白さ、生きがい・自己実現、人と人とのつながり・自由さ、
仕事のやりがい、働きやすさなどの項目について、居住地域の環境や自らの現状、意識を調査

質問例）・「楽しさ、面白さ」に関する満足度を判断する際に重視する事項は何ですか。
・あなたの周りやお住まいの地域には、若者／女性が活躍しやすい環境が整っていますか。
・自分の成長に対して積極的に取り組んでいる・取り組めていると感じますか。
・お住まいの地域への愛着はどのくらいありますか。
・お住まいの地域に住み続けたい理由は何ですか。

「地域における活力ある経済社会の構築に関する特別調査」について
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若者や女性にも選ばれる自治体
→ 140自治体

① 転入超過であり、かつ、
➁ 平均年齢が低下若しくは全国平均より上昇が緩やか、

又は、
15-64歳人口の女性比率が上昇した自治体

対照的な状況の自治体（対照群）
→ 140自治体

① 転出超過であり、かつ、
➁ 平均年齢が全国平均より上昇率が高い、

又は、
15-64歳人口の女性比率が低下した自治体

【調査対象】
① 全国約20,000人に、アンケート調査を実施（調査時期：令和７年３月、Webモニター調査）

※性別、年齢別、地域別のほか、出身地を離れた方か否か、今後の定住意向の有無等でも比較できるよう設計
② うち約10,000人は、人口20万人未満で次の特徴を持つ自治体を重点的に調査

○ 骨太方針2025に掲げられた「Well-being（幸福度）の高い、豊かさ、安心・安全、自由、自分らしさを
実感できる活力ある経済社会」の構築や、そのための地方創生2.0の下での「若者や女性にも選ばれる地方」
を実現する取組を後押しするため、毎年の満足度調査に加え、地域に関する下記の特別調査を実施。
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図表２ 分野別の満足度 図表３ 「生活の楽しさ・面白さ」に大きく影響している要因

１．若者や女性にも選ばれる自治体における生活の満足度、楽しさ・面白さ
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○ 選ばれる自治体では、女性や現役世代を中心に、生活全般についてより高い満足を感じている。
・ 分野別の満足度は、選ばれる自治体と対照群の差をみると、住宅・住環境や、子育て環境、生活の楽し
さ・面白さの満足がより高く、次いで、自身の教育水準・教育環境、家計と資産、雇用環境と賃金が続く。

・ うち、生活の楽しさ・面白さのために重視されているのは、友人等とのつながりや、趣味・生きがい、
家庭生活の安定・充実など。

図表１ 生活満足度（選ばれる自治体と対照群）

6.01 6.03 6.02 5.98
5.77 5.84 5.74 5.73

5.00

5.50

6.00

6.50

7.00

7.50

全体

（20万人未満）

10-20万人 5-10万人 5万人未満

若者や女性にも選ばれる自治体 対照群の自治体

（満足度）

（人口規模）

5.89
6.12

5.94
5.88

6.75

5.69 5.86 5.65 5.57

6.78

5.00

5.50

6.00

6.50

7.00

7.50

男性 女性 39歳以下 40-64歳 65歳以上

男女別 年齢階層別

若者や女性にも選ばれる自治体 対照群の自治体

差0.26
差0.21 差0.29

差0.30

（統計的に差なし）

（満足度）自治体の人口規模別 回答者の属性別



49.3

12.3

31.2

23.5

6.8

21.0
18.6

9.7

1.6 3.0

21.1

8.4

37.6

19.9

27.8

32.2

5.7

26.3

18.8

3.6

19.6
17.5

8.8

1.1 3.5

22.4

10.2

42.0

24.9

32.9

0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

50.0

60.0

買
い
物
、
通
院
な
ど
、
日
常
生
活
が
便
利
な
た

め

子
育
て
環
境
が
整
っ
て
い
る
た
め

治
安
が
良
い
た
め

地
域
の
価
値
観
や
慣
習
に
窮
屈
さ
を
感
じ
な
い

た
め

レ
ジ
ャ
ー
・
娯
楽
が
多
い
た
め

災
害
の
危
険
性
が
低
い
た
め

希
望
す
る
仕
事
・
職
場
（
待
遇
含
む
）
が
あ
る

た
め

生
活
や
環
境
の
変
化
が
あ
る
た
め

希
望
す
る
進
学
先
が
あ
る
た
め

そ
の
他

人
間
関
係
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
自
分
に
合
う
た

め

家
賃
や
物
価
が
低
い
た
め

家
族
と
と
も
に
暮
ら
す
た
め

人
混
み
や
喧
噪
が
好
き
で
は
な
い
た
め

自
然
が
豊
富
な
た
め

若者や女性にも選ばれる自治体 対照群の自治体（回答割合、％）

差17.1

差6.6

差4.9

差4.7

女性は
差6.3

高齢層は
差18.4

子育て
世帯は
差15.5

女性は
差8.0

２．地域への愛着、住み続けたいと感じられる要因
○ 選ばれる自治体では、老若男女を問わず、より地域に強い愛着を持ち、住み続けたいと考えている傾向。
○ 地域に住み続けたいと思う理由をみると、選ばれる自治体では、

・ 「買い物、通院など、日常生活が便利」が非常に高い。加えて、「子育て環境」や「治安」など、
安全・安心に暮らす基盤となる生活環境に関する項目で差が大きい。個人の属性によって更に差は拡大。

・ 「価値観や慣習に窮屈さを感じない」も差が大きく、地域に残るアンコンシャス・バイアス解消が重要。

図表１ 現在住んでいる地域への愛着 図表３ 現在住んでいる地域に住み続けたいと思う理由
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図表２ 現在住んでいる地域への定住の意向
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３．多様な一人一人が自己実現できる環境
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○ 選ばれる自治体は、自己選択、夢への挑戦など自己実現できている認識が強い。この背景を探ると、選ば
れる自治体と対照群の差でみて、「希望する仕事が見つけやすい」、「学びたいことが学べる」、「挑戦す
る機会」、「若者が活躍しやすい」などの項目で、より自己実現の機会や環境があると実感されている。

○ 自己選択の実感は、選ばれる自治体においては非正規雇用より正規雇用の方が高いが、対照群においては
正規雇用であっても非正規に比べ高まっていない。

○ また、働きやすさや働きがいを感じている人は、小規模自治体でも定住の意向が顕著に増加。

図表２ 地域社会の状況に対する認識

図表３ 就業形態別にみた自己選択の認識図表１ 自己実現に関する認識

図表５
働きやすさ・働きがいと定住の意向
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図表４
働きがいを感じているか
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